
〈
学
習
院
大
学
史
学
会
第
十
五
回
大
会
記
念
講
演
〉

〔
講
演
要
旨
〕相

撲
の
社
会
史

高
　
埜
　
利
　
彦
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は
じ
め
に

　
本
講
演
は
、
相
撲
を
単
な
る
相
撲
史
と
し
て
で
は
な
く
、
社
会
の
中
で
身
分

渡
世
集
団
と
し
て
相
撲
集
団
を
ど
う
捉
え
る
の
か
、
或
い
は
江
戸
時
代
の
身
分

制
の
中
で
ど
う
関
わ
り
を
つ
け
る
の
か
、
と
い
う
視
点
を
も
っ
て
考
え
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
。
一
九
八
七
年
、
江
戸
時
代
の
家
職
と
権
威
を
テ
ー
マ
に
し

て
相
撲
渡
世
集
団
を
取
り
上
げ
た
（
「
幕
藩
体
制
に
お
け
る
家
職
と
権
威
」
『
日

本
の
社
会
史
第
3
巻
』
岩
波
書
店
）
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
本
報
告
は
、
そ
の
研

究
の
続
編
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

第
一
章
江
戸
相
撲
の
実
態

　
勧
進
大
相
撲
興
行
は
、
四
季
勧
進
相
撲
と
も
い
い
、
春
夏
秋
冬
そ
れ
ぞ
れ
一

季
に
｝
度
つ
つ
全
国
の
相
撲
取
が
合
同
興
行
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

　
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
「
勧
進
相
撲
興
行
一
件
」
（
旧
幕
引
継
史
料
）
に
よ

る
と
十
二
月
、
江
戸
相
撲
年
寄
（
勧
進
元
）
の
追
手
風
喜
太
郎
・
玉
垣
額
之
助

が
寺
社
奉
行
所
に
宛
て
晴
天
十
日
興
行
開
催
の
願
書
を
提
出
し
た
。
許
可
さ
れ

る
が
、
将
軍
家
茂
・
孝
明
天
皇
の
死
去
に
よ
る
鳴
物
停
止
で
興
行
で
き
ず
、
延

期
さ
れ
る
。
慶
応
三
年
三
月
に
鳴
物
停
止
が
や
み
、
夏
場
所
と
し
て
興
行
さ
れ

た
。
本
所
回
向
院
境
内
（
三
六
〇
坪
）
を
場
所
と
し
、
四
方
に
桟
敷
が
設
け
ら

れ
た
。
東
の
大
関
が
不
知
火
光
右
衛
門
〔
文
久
三
年
に
吉
田
善
左
衛
門
（
吉
田

追
風
。
熊
本
細
川
家
臣
。
行
司
の
家
。
自
ら
吉
田
司
と
名
乗
る
）
か
ら
横
綱
の

免
許
を
う
け
る
〕
、
西
の
大
関
が
陣
幕
久
五
郎
（
慶
応
三
年
、
公
家
の
五
条
家

か
ら
初
め
て
の
横
綱
免
許
を
う
け
る
）
で
あ
っ
た
。
延
期
さ
れ
て
い
る
間
、
寺

社
奉
行
の
許
可
を
得
て
、
杉
森
神
社
で
稽
古
相
撲
（
と
い
う
名
目
の
興
行
）
を

行
い
、
勧
進
興
行
ま
で
を
つ
な
い
で
い
る
。
ま
た
、
江
戸
近
郊
で
も
興
行
を
行

い
、
武
州
足
立
郡
下
戸
田
村
で
は
、
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
「
角
力
年
寄
松

ヶ
根
幸
太
夫
弟
子
嵐
山
源
吉
」
が
稽
古
相
撲
の
許
可
申
請
を
し
て
い
る
（
『
戸

田
市
史
』
資
料
編
二
　
近
世
一
）
。

　
つ
ま
り
江
戸
相
撲
は
、
大
相
撲
興
行
と
稽
古
相
撲
を
組
み
合
わ
せ
て
行
い
、

そ
れ
以
外
は
地
方
巡
業
に
出
た
（
江
戸
相
撲
に
よ
る
地
方
興
行
）
。
地
方
巡
業

は
、
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
の
会
津
若
松
、
天
保
十
四
（
一
八
四
三
）
の
播

州
と
伊
勢
路
、
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
の
飛
騨
高
山
な
ど
広
範
囲
に
わ
た
る
。
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こ
れ
ら
は
幕
末
の
相
撲
興
行
の
実
態
で
あ
り
、
江
戸
時
代
の
初
め
か
ら
こ
う

い
う
形
が
整
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
社
会
の
発
展
に
伴
う
、
人
々
の
娯
楽

を
求
め
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
背
景
に
、
相
撲
年
寄
を
リ
ー
ダ
ー
と
す
る
相
撲
集
団

が
幕
府
に
伺
い
を
た
て
な
が
ら
、
徐
々
に
権
利
を
獲
得
し
て
で
き
た
興
行
の
ス

タ
イ
ル
で
あ
っ
た
。

第
二
章
幕
府
の
後
押
し
と
ね
ら
い

　
相
撲
集
団
に
と
っ
て
非
常
に
強
い
後
押
し
と
な
っ
た
要
因
に
、
以
下
の
二
点

が
あ
る
。

　
①
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
に
出
さ
れ
た
素
人
相
撲
禁
止
（
素
人
が
木
戸
銭

を
と
る
興
行
の
禁
止
）
の
全
国
触
れ
（
『
御
触
書
天
明
集
成
』
）
。
木
戸
銭
を
と

る
相
撲
興
行
は
、
相
撲
渡
世
集
団
に
限
定
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
、
相
撲
渡
世
集

団
側
に
と
っ
て
は
、
そ
の
後
有
利
に
展
開
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
②
将
軍
上
覧
相
撲
。
相
撲
年
寄
り
た
ち
が
上
覧
相
撲
を
挙
行
し
た
い
と
申
請

し
、
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
将
軍
家
斉
の
と
き
初
め
て
実
現
す
る
。
以
降
、

寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
、
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
、
文
政
六
年
（
一
八
二

三
）
、
天
保
元
年
（
一
八
三
〇
）
（
以
上
家
斉
）
、
弘
化
元
年
（
一
八
四
四
）
、
嘉

永
二
年
（
一
八
四
九
）
（
以
上
家
慶
）
と
挙
行
さ
れ
た
。
文
政
六
年
の
事
例
で

は
、
上
覧
相
撲
の
取
組
書
・
明
細
書
を
幕
府
に
提
出
し
た
。
名
前
書
に
よ
れ
ば
、

渡
世
集
団
は
相
撲
取
二
二
八
人
を
含
め
、
行
司
以
下
合
計
四
二
六
人
に
も
の
ぼ

っ
た
。
上
覧
相
撲
の
効
果
は
大
き
く
、
相
撲
渡
世
集
団
に
権
威
と
格
式
を
与
え
、

繁
昌
を
も
た
ら
す
こ
と
を
年
寄
た
ち
は
自
認
し
て
い
た
。

　
こ
の
よ
う
に
江
戸
幕
府
は
相
撲
年
寄
た
ち
に
興
行
独
占
権
を
与
え
、
相
撲
渡

世
集
団
に
恩
恵
を
与
え
た
が
、
こ
れ
に
は
ね
ら
い
が
あ
っ
た
。
つ
ま
り
寛
政
十

年
（
一
七
九
八
）
の
触
れ
（
『
御
触
天
保
集
成
』
）
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
関
東

を
中
心
と
し
た
在
方
の
風
俗
取
締
政
策
の
一
環
で
あ
っ
た
と
位
置
付
け
ら
れ
る
。

幕
府
は
相
撲
年
寄
に
興
行
特
権
を
与
え
、
在
方
の
弟
子
た
ち
を
統
制
さ
せ
る
一

方
、
関
八
州
の
博
徒
・
無
宿
の
取
締
の
た
め
に
、
彼
ら
が
集
ま
っ
て
く
る
在
方

の
相
撲
興
行
を
厳
重
に
相
撲
年
寄
の
管
轄
下
に
お
く
意
図
を
も
っ
て
い
た
。
さ

ら
に
幕
府
は
、
若
者
組
の
相
撲
興
行
も
統
制
し
て
い
る
。

第
三
章
　
相
撲
興
行
の
収
入

　
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
、
回
向
院
境
内
に
お
け
る
勧
進
大
相
撲
興
行
の
場

合
、
三
六
〇
坪
四
方
の
二
層
の
桟
敷
か
ら
、
相
撲
年
寄
（
勧
進
元
）
に
は
約
一

千
両
の
収
益
が
入
っ
て
き
た
。

第
四
章
相
撲
身
分
の
構
造

　
文
政
十
年
「
相
撲
取
身
分
之
儀
二
付
松
平
周
防
守
殿
よ
り
問
合
」
〔
『
徳
川
禁

令
考
』
第
五
蛛
、
老
中
松
平
周
防
守
（
石
見
浜
田
藩
主
）
が
国
元
の
治
世
上
、

江
戸
町
奉
行
に
相
撲
取
身
分
に
つ
い
て
幕
府
の
認
識
を
問
合
わ
せ
た
も
の
〕
に

対
す
る
町
奉
行
の
返
答
に
よ
る
と
、
相
撲
取
の
身
分
上
の
位
置
付
け
は
、
少
数

の
大
名
抱
の
場
合
、
全
て
帯
刀
す
る
武
士
身
分
と
さ
れ
、
大
名
抱
で
な
い
そ
の

他
の
町
方
居
住
の
相
撲
取
は
「
浪
人
」
と
し
て
扱
う
と
さ
れ
て
い
る
。
彼
ら
は
、

帯
刀
せ
ず
脇
差
の
み
と
さ
れ
た
。
つ
ま
り
浪
人
身
分
と
し
て
括
ら
れ
た
の
で
あ

る
。
幕
府
の
身
分
政
策
と
し
て
は
、
相
撲
取
で
な
い
通
り
者
・
百
姓
・
町
人
の

脇
差
を
取
締
る
こ
と
を
も
意
図
し
て
い
た
。

　
相
撲
取
は
、
武
士
・
浪
人
と
い
う
既
存
の
社
会
の
中
核
身
分
（
士
農
工
商
）

に
対
し
て
、
そ
の
外
側
に
存
在
す
る
身
分
と
い
え
る
。
そ
の
集
団
の
さ
ら
に
外



側
に
は
、
行
司
、
呼
び
出
し
、
子
分
が
存
在
し
、
集
団
の
周
縁
部
分
で
一
緒
に

社
会
集
団
を
形
成
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　
ま
た
天
保
期
以
降
、
地
方
興
行
の
相
撲
頭
取
と
称
す
る
者
を
江
戸
の
年
寄
た

ち
は
、
故
実
門
弟
、
相
撲
世
話
人
、
相
撲
目
代
な
ど
と
称
し
、
子
弟
関
係
を
結

び
、
或
い
は
免
許
状
を
発
行
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
門
弟
、
世
話
人
、
目
代
は

序
列
化
さ
れ
て
お
り
、
彼
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
を
ま
と
め
さ
せ
た
。
こ
の
関

係
は
、
天
保
期
か
ら
幕
末
に
か
け
て
急
速
に
結
ば
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
形
で
江
戸
の
相
撲
年
寄
に
よ
る
編
成
が
更
に
進
む
の
で
あ
る
。
故

実
門
弟
に
な
っ
た
地
方
興
行
の
担
い
手
た
ち
は
、
「
天
保
水
濤
伝
」
で
有
名
な

博
徒
飯
岡
助
五
郎
（
関
東
取
締
出
役
配
下
の
十
手
持
）
の
よ
う
に
通
り
者
と
よ

べ
る
存
在
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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